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いのちを守る地域
自給圏の形成

　確かな防災体制を備え、いの
ちを支える要素を地域で自給でき
る、安心して暮らせるまち、つまり、
持続可能な地域社会をつくってい
きます。「小田原に住んでいれば
安心 」と思われるまちづくりを目
指します。

地域経済活性化の
強力な推進

　持続可能な地域社会の成立には、
地域に根ざした経済活動が必須で
す。市民が力を発揮し、地域資源
を生かすことが地域経済の力にな
り、まちの活力を生み出します。「地
域経済振興戦略ビジョン」などを
共有し、未活用の地域資源を経済
上の付加価値に仕立て直します。

地域内分権の推進

　市民に身近な地域コミュニティ
単位での課題解決力の向上に向
け、自治会連合会のエリアを基本
としてさまざまな機能の強化を図
ります。また、市職員などの体制
や拠点機能の強化、地域内の人
材育成の支援を進めます。

協働での課題解決
手法の確立

　地域の課題を解決するために
は市民と行政が力を合わせて取
り組む協働が不可欠です。「ケア
タウン構想 」「スクールコミュニ
ティ」「環境再生プロジェクト」「生 

（いき）ごみ小田原プロジェクト」
などの取り組みを完成させていき
ます。

「
市
民
の
力
で 

未
来
を
拓ひ

ら

く 

希
望
の
ま
ち
」の

 
実
現
に
向
か
っ
て

平
成
23
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
5
次
小
田
原
市
総
合
計
画
「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」。

「
新
し
い
小
田
原
」へ
の
第
2
ス
テ
ー
ジ
で
は
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に

強
力
に
推
し
進
め
、そ
の
歩
み
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、東
日
本
大
震
災
後
の
時
代
と
社
会
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要
請
に
応
え
る
べ
く
、T
R
Y
プ
ラ
ン
に
横
串
を

さ
し
て
、
補
強
す
る
8
つ
の
重
要
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
真
に
持
続
可
能
で
豊
か
な
、
お
互
い
が

支
え
合
い
安
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し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
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で
き
る
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域
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を
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も
が
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き
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よ
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具
現
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し
て
い
き
ま
す
。

地域での交通安全指導

かながわ朝市サミット
段ボールコンポスト

（「生（いき）ごみ小田原プロジェクト」）

市役所車庫棟太陽光発電
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まちづくりの目標

新しい小田原へ3つの命題
■ 新しい公共をつくる
■ 豊かな地域資源を生かしきる
■ 未来に向かって持続可能である

おだわらTRYプラン

市
民
が
主
役
の

小
田
原

豊
か
な
生
活
基
盤

の
あ
る
小
田
原

2



担い手の育成・確保の
仕組みづくり

　「市民の力で未来を拓く希望の
まち」の 実 現には、 まちづくり、
地域運営、市民活動などのさまざ
まな活動への担い手の育成・確
保が急務です。担い手を幅広い
世代から確保し、参加機会の拡
大を進めます。

重要懸案事業の
具体化

　「小田原地下街」は平成 25 年度
に再開、「お城通り地区再開発 」
は 26 年度に駐車場棟供用開始、

「市民ホール」は 28 年度竣工の実
現へ向け、着実に事業化を進めて
いきます。

行政職員と
組織の進化

　市民力や地域資源を生かした
まちづくりを進めるには、市職員
の資質や能力の向上が不可欠で
す。職員を鍛え育て上げるととも
に、市役所組織や機能の改善を
行います。

子どもがしっかりと
育つまちづくり

　「新しい小田原 」の実現に向け
た仕組みづくりや環境整備は、そ
のあり方が未来を担う子どもたち
に影響を与えます。そして地域社
会の雰囲気やルールが、子どもた
ちの価値観を形成する基盤となり
ます。こうした視点を共有し、市
政運営やまちづくりを進めます。

小田原市長    加藤 憲一

　平成20年に初めて市長に就任して以
来、「新しい小田原」すなわち、「持続
可能な市民自治のまち」の実現に向け、
全力で市長の任に取り組んできました。

「いのちを大切にする小田原」「希望と活
力あふれる小田原」「市民が主役の小田
原」を市政運営の柱に掲げ、市民の力・
地域の力を生かし、丁寧なプロセスを
重ねながら、山積する課題に立ち向か
うことのできる問題解決能力の高い地
域づくりを目指してきました。
 わがまち小田原には、恵まれた自然環
境や気候、歴史や文化、産業などの豊
かな地域資源、交通の至便性、活発な
市民活動と豊富な人材、そして、100年
にわたり民を安んじる領国経営を行っ
た北条の教え、そこにある人や自然の
徳を生かして人 を々救った報徳の教えが
息づいています。
　私たちは、小田原に暮らし、小田原
に生きる自分たちとその先の世代のた
めに、このまちを持続可能なものとして
つくり上げる歩みを既に始めています。
そして、小田原の恵まれた与件を生か
し、この国が目指すべき地域社会の姿
を、身をもって体現していきたいと考え
ます。これから日本が、地域の現場か
らの再生を果たしていく、その「さきが
け」に小田原はなりうるのです。
　誇りと希望をもって暮らすことのでき
る小田原のまちづくりを、市民の皆さん
とともに進めていきます。

（市議会 5月臨時会 市長就任挨拶より）

第21代小田原市長に就任

地域の現場から
日本再生を果たす
その「さきがけ」に

おだわら自然楽校

子育てサロン「うめっこ」

市職員のコーチングプログラム市民ホール予定地

第5次小田原市総合計画

将来都市像

「市民の力で
 未来を拓く
 希望のまち」

希
望
と
活
力

あ
ふ
れ
る
小
田
原

い
の
ち
を
大
切

に
す
る
小
田
原

3 広報 小田原  2012.7.1



一
般
会
計
の
執
行
状
況

　
一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
行

政
事
務
に
係
る
経
費
を
中
心
と
し
た

会
計
で
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
当
初
予
算
に
計

上
し
た
事
業
の
他
、
震
災
対
策
関
連

事
業
と
し
て
、
海
抜
表
示
板
の
設
置
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
検
討
、

小
学
校
の
屋
上
フ
ェ
ン
ス
整
備
な
ど

を
実
施
し
た
結
果
、
最
終
予
算
額
は

前
年
度
よ
り
約
7
千
万
円
増
額
し
ま

し
た
。

● 

収
入

　

収
入
額
は
、
総
額
5
9
5
億 

8
3
4
5
万
円
で
、
予
算
額
に
対
す

る
収
入
割
合
は
95.
7
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
事
業

の
完
了
後
に
収
入
さ
れ
る
も
の
が
あ

る
た
め
、
4
月
以
降
に
収
入
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
収
入
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

● 

支
出

　

支
出
額
は
、
総
額
5
1
5
億 

5
0
4
1
万
円
で
、
予
算
額
に
対
す

る
支
出
割
合
は
82.
8
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。
実
際
の
支
出
割
合
が
低
い
の

は
、
入
札
に
よ
り
契
約
金
額
が
抑
え

ら
れ
た
こ
と
や
、
工
事
な
ど
の
支
払

い
が
4
月
以
降
に
な
る
も
の
が
あ
る

た
め
で
す
。

収入  予算額：623億  収入額：596億（収入割合 95.7%）

支出  予算額：623億  支出額：516億（支出割合82.8%）

小田原市の
財政状況

市では、「小田原市財政状況の公表に関する条例 」に 
基づき、定期的に財政状況を公表しています。
今回は、平成24 年3月31日時点の平成23 年度予算の 
執行状況と、財産・市債についてお知らせします。5月 
31日に出納閉鎖を行った最終的な執行額については、 
改めて詳しくお知らせします。

問  財政課  ☎ 33-1313

平成 23年度に取り組んだ
主な事業

▶「いのちを大切にする小田原」
● 救急要請カード配布事業   
● 障がい者雇用促進事業
● 健康増進計画策定事業   
● 小児医療費助成（対象拡大）事業
● おだぴよ子育て支援センター整備

事業

● 子宮けいがんなどワクチン接種事業   
● 小学校屋上フェンス整備事業   
● 海抜表示板設置事業

▶「希望と活力あふれる小田原」
● 小田原地下街再生事業   
● 文化振興ビジョン策定事業   
● キャンパスおだわら事業
● 石垣山一夜城歴史公園駐車場

整備事業

● 御
ごようまいくるわ

用米曲輪整備事業

▶「豊かな生活基盤のある小田原」
● 酒匂川植栽事業   
● 身近な公園プロデュース事業   
● お城通り地区再開発事業   
● 再生可能エネルギー導入推進事業   
● 幹線道路整備事業

▶「市民が主役の小田原」
● 小田原まちづくり学校事業   
● 地域活動担い手育成支援事業
● 市民活動団体ネットワーク形成事業
● 行政提案型協働事業
（子育てマップ発行事業、
リサイクル・リユースフェア開催事業、
災害救援ボランティア支援事業）

地方譲与税・交付金や地方交
付税のように、経済の動向な
どにより、予算額以上に収 入
されるものもあります。

100%

100%

（単位：円）

（単位：円）

0%

0%

市税

315 億
（98.7%）

319 億 101億

予算額623億

予算額623億

44億 41億 31億 75 億

民生費
178 億

（77.4%）

総務費
72 億

（94.7%）

土木費
42億

（58.3%）

公債費
66 億

（98.5%）

衛生費
59 億

（90.8%）

教育費
52 億

（89.7%）

国庫
支出金
97 億

（96.0%）

県支出金  32 億（72.7%）

市債  34 億（82.9%）

地方譲与税・交付金　
32 億（103.2%）

地方交付税  14 億（116.7%）

その他

72 億
（96.0%）

その他
47 億

（85.5%）

※ 1億円未満は四捨五入。 （   ）：予算額に対する、平成 24 年 3月31日時点の収入・支出額の割合。
※ 収入「その他 」：繰越金、使用料及び手数料、諸収入、分担金及び負担金、繰入金、財産収入、寄附金の合計。
※ 支出「その他 」：消防費、商工費、農林水産業費、議会費、労働費の合計。

12億

55 億230 億 76 億 72 億 67 億 65 億 58 億

収入割合

支出割合
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貸借対照表

財産の状況
土地では、市民ホール用地などの取得に伴い約 7億円
増加、建物では、保育園などの取得に伴い約 1億円増加、
基金では、財政調整基金の積み立てなどに伴い約 5 億
円増加し、財産全体では約 13 億円増加しました。

市債の現在高
新たな借り入れを返済額以内に抑制していることから、全会
計で前年と比べて約42億円、一昨年と比べて約75億円削減
しました。また、高利率で借り入れたものを、低利率に借り換
えたことで、今後の市債返済に係る財政負担を軽減しました。

市では、より分かりやすい財政状況の公表のために、
平成 20 年度決算から、国の基準に基づき、民間企業と
同様に、複式簿記の考え方を導入して作成した貸借対
照表などの財務書類を、市の全ての会計に外郭団体を

含めた連結ベースで作成しています。
今回は、平成 20 年度から22 年度までの過去 3か年の
資産、負債、純資産の推移を「貸借対照表 」に基づいて
お知らせします。

種別

土地

物件

建物

工作物

有価証券

物品

出資による権利

基金

合計

現在高

2,671,183.02㎡

90,761.83㎡

9,549 万円

617,657.26㎡

934.00㎡

16 億 186 万円

1,017億 1,409 万円

12 億 103 万円

2 億 4,521万円

832 億 175 万円

20 億 7,551万円

面積

面積

面積

面積

金額

金額

金額

金額

91億 6,603 万円

1,993 億 97 万円

対前年比

16,162.06㎡

―

―

806.22㎡

13.00㎡

3,716 万円

7億 5,746 万円

―

△ 148 万円

1億 632 万円

△ 4,656 万円

5 億 1,219 万円

13億6,509 万円

❶ 資産
1. 流動資産

❷ 未収金など

❶ 投資および出資金
2. 投資など

❷ 基金など

❶ 事業用資産
3. 公共資産

❷ インフラ資産

資産の部

70
151

81

8
80

72

1,560
4,129

2,569

平成22年度

4,360

70
143

73

7
71

64

1,592
4,160

2,568

平成21年度

4,375

56
123

67

8
63

55

1,592
4,192

2,600

平成20年度

4,378資産合計 負債合計

❶ 翌年度償還予定地方債
1. 流動負債

❷ 外郭団体の借入金など

❶ 地方債
2. 固定負債

❷ 退職給与等引当金

純資産の部

❸ その他

純資産合計

負債および純資産合計

1,439

98
231

133

1,057
1,208

108

平成22年度

43

2,921

4,360

平成22年度

1,500

99
246

147

1,101
1,254

114

平成 21年度

39

2,875

4,375

平成21年度

1,535

95
231

136

1,131
1,304

115

平成 20 年度

58

2,843

4,378

平成20年度負債の部

（単位：億円）

特別会計：特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理するための会計です。
（下水道事業、公設地方卸売市場事業 ）

企業会計：地方公営企業法の適用を受け、企業としての経済性を発揮しながら運営する
会計です。（水道事業、病院事業 ）

※ 各年度末の 3月31日時点の現在高 ※ 一般会計と特別会計の平成 24 年 3月31日時点の状況

一般会計 特別会計 企業会計

平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度

497 億
4,577 万円

487 億
8,763 万円

462 億
3,508 万円

532 億
5,112 万円

520 億
2,782 万円 506 億

2,274 万円

138 億
4,552 万円

126 億
5,296 万円 124 億

3,624 万円

資産：市が保有する現金預金、投資や基金など将来現金化することが
可能な資産、学校や道路などの将来の世代に引き継ぐ資産
● 流動資産：現金、税ほか未収金などの資産
● 投資等：投資や出資金、貸付金などの資産
● 公共資産：庁舎や学校などのほか、道路や上下水道などの地

方公共団体特有の資産

負債：地方債や退職給与等引当金、債務負担行為など、将来、市が返
済しなければならない義務を負うもの
● 流動負債：翌年度に返済義務のある負債
● 固定負債：翌々年度以降に返済義務のある負債

純資産：従来の市の活動によって蓄積され、将来、返済しなくてよい 
財産

各年度末の 3月31日現在の、資産、負債、純資産の残高を表示しています。

負債のうち、固定負債である地方債を次第に減らしていることなどにより、
純資産は増加傾向にあります。

5 広報 小田原  2012.7.1



地
質
遺
産
の
公
園

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、生
態
系
や
人
間
生
活
と

の
関
わ
り
を
考
え
な
が
ら
、
ジ
オ（
地
球
）に

親
し
み
、学
び
、楽
し
む
場
所
で
す
。
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
国
際
連
合
教
育
科

学
文
化
機
関
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
で
平
成
16
年

に
設
立
）が
、世
界
各
国
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

箱
根
火
山
の
保
全
と
活
用
で

構
想
の
実
現
を

　
箱
根
町
、小
田
原
市
、真
鶴
町
、湯
河
原
町
の

官
民
で
つ
く
る「
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
」。
地
質
現
象
の
よ
く
分
か
る
場
所
と
し
て

「
日
本
の
地
質
百
選
」に
選
ば
れ
た
箱
根
火
山

や
、周
辺
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
生
態
学
的
資

源
を
維
持
保
全
し
な
が
ら
、教
育
・
観
光
・
地

域
振
興
な
ど
へ
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
箱
根

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
実
現
に
向
け
、小
中
学
校

へ
の「
出
張
授
業
」、「
ガ
イ
ド
養
成
」や「
ジ
オ

ツ
ア
ー
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
!

　

あ
な
た
の
手
で
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
せ
ん
か
。
採
用

さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、積
極
的
な
周
知
活
動

に
使
い
ま
す
。

募
集
期
間

：

8
月
10
日（
金
）ま
で

応
募
方
法

：

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
応
募
用
紙
1
枚
に
1
作

品
を
描
き
、郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
。

※ 

作
品
に
は「
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
」の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
。

採
用
作
品

：

1
点

賞
金

：

10
万
円（
受
賞
者
が
高
校
生
以
下
の
場
合
は
、

10
万
円
相
当
の
、図
書
カ
ー
ド
と
名
産
品
）

応
募
先

：

〒
2
5
0-

8
5
5
5 

小
田
原
市
企
画
政
策
課 

箱
根
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
係

E
メ
ー
ル

：hakonegeo-logo@
city.odaw

ara.kanagaw
a.jp

詳
し
く
は
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
ロ
ゴ
マ
ー

ク
募
集
要
綱
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
に
参
加
し
よ
う 

親
子
で
箱
根
ジ
オ
ツ
ア
ー

　
平
成
21
年
8
月
22
日
に
、洞と

う

爺や

湖こ

有う

珠す

山ざ
ん（

北

海
道
）、糸い

と

魚い

川が
わ（

新
潟
県
）、島
原
半
島（
長
崎

県
）が
日
本
初
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
8
月
22
日
は「
ジ

オ
パ
ー
ク
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
で

は
、こ
の
日
に「
箱
根
ジ
オ
ツ
ア
ー
」を
行
い
ま
す
。

桃
源
台
駅
か
ら
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ

で
あ
る
大お

お

涌わ
く

谷だ
に

を
目
指
し
、約
3
キ
ロ
の
自
然

探
勝
路
を
散
策
。
ワ
ラ
ジ
履
き
体
験
な
ど
も
。

日
時

：

8
月
22
日（
水
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

対
象

：

小
学
生
以
上
の
親
子
30
人（
必
ず
保
護
者

同
伴
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用

：

親
子
2
人
で
3
0
0
0
円

（
追
加
1
人

：

親 

2
0
0
0
円

                    

子 

1
0
0
0
円
）

集
合
解
散
場
所

：

箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ  

桃
源
台
駅

申
込

：

7
月
31
日（
火
）ま
で
に

ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
へ
。

電
話

：

☎
0
5
4
4-

66-

0
1
5
2

詳
細
は
、箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
で
検
索

http://w
w

w
.hakone-geopark.jp/

箱根ジオパークを特 徴づける「ジオサイト」
候補地の大涌谷

地
球
観
測
衛
星
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
作
成
し
た
、
箱
根
火
山
一

体
を
立
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
。（
画
像
提
供

：

神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球

博
物
館
）

問  

企
画
政
策
課
☎ 

３３-

１
３
７
９

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
!

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
&

箱
根
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ
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L
E
D
電
球
な
ど
の
高
効
率
照

明
に
換
え
る
と
効
果
的
で
す
。

　

冷
蔵
庫
は
、設
定
温
度
を「
中
」

に
し
、
冷
風
の
送
風
口
の
近
く

に
食
品
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、

料
理
は
冷
め
て
か
ら
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

ゴ
ー
ヤ
や
ふ
う
せ
ん
か
ず
ら

な
ど
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、

見
た
目
に
も
涼
し
い
節
電
方
法

で
す
。

　

賢
く
工
夫
し
て
、
夏
の
暑
さ

と
電
力
不
足
を
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
。

熱中症に
ご注意ください!!
屋内でも熱中症にか
かる危険があります。
適切な室温管理や水
分補給を心掛け、無
理のない範囲で節電
しましょう。

　

東
日
本
大
震
災
以
後
の
、
原

子
力
発
電
所
の
停
止
に
よ
り
、
現

在
、
電
気
は
主
に
火
力
発
電
で

生
み
出
さ
れ
、
発
電
力
が
低
下

し
て
い
ま
す
。

　

電
力
が
不
足
す
る
と
、
大
規

模
停
電
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
大
規
模
停
電
を
避
け
る

た
め
に
、
時
間
と
地
域
を
事
前

に
予
告
し
、
計
画
停
電
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
火
力
発
電
は
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
を
多
く
排
出
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

た
め
、
ま
た
、
生
活
や
経
済
に

影
響
を
与
え
る
停
電
を
避
け
る

た
め
に
も
、
節
電
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問  環境政策課  ☎ 33 -1472

節
電
&
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
の
達
人
に
聞
き
ま
し
た

お
薦
め
の
節
電
方
法
は
?

　
　
エ
ア
コ
ン
を
使
う
と
き
は
扇

風
機
を
併
用
す
る
と
、
冷
気
が

部
屋
に
行
き
渡
り
、
冷
却
効
率

が
高
ま
り
ま
す
。

　

古
い
家
電
を
省
エ
ネ
型
の
家
電

に
買
い
換
え
た
り
、
白
熱
電
球
を

　
　
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
を
上
手
に
育
て
る
コ
ツ
は
? 

　
　
成
長
し
て
葉
が
8
～
9
枚
に

な
っ
た
ら
、
親
ヅ
ル
の
先
を
摘
み

取
り
ま
す
。
こ
れ
を「
摘て

き

心し
ん

」と

い
い
ま
す
。

　

摘
心
す
る
と
、
残
っ
た
子
ヅ
ル

が
横
方
向
に
向
か
っ
て
伸
び
、
さ

ら
に
葉
が
茂
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

見
栄
え
の
よ
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ヤ
の
成
長
に
は
多

く
の
栄
養
が
必
要
で
す
。
育
て
始

め
だ
け
で
な
く
、
収
穫
し
始
め
る

頃
に
も
、
肥
料
を
追
加
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
、「
油

あ
ぶ
ら

粕か
す

」に
は
葉
を
茂

ら
す
栄
養
素「
窒
素
」が
豊
富
で
す
。

　

気
温
が
高
く
な
る
と
、
水
も

多
く
必
要
と
な
り
ま
す
。
朝
・
夕
、

一
日
2
回
た
っ
ぷ
り
水
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

節電の達人

香川 興
よし

勝
か つ

さん

グリーンカーテンづくり
の達人

美濃島 栄
ひで

薫
のぶ

さん

あなたの節電チェック!!
照明はこまめに消す

使用していない電気機器の
電源プラグをコンセントから
抜く

エアコンの設定温度を少しだ
け高めに（目安 室温 28℃）
フィルター掃除も効果的 !

冷蔵庫に食品を詰め込み
過ぎない

家の周りに打ち水を

グリーンカーテンで直射日光
を和らげる

テレビを省エネモードに設定

QQ AA

今年の夏も、

節電にご協力を

親ヅルから8-9
枚程度の葉が出
た ら、7 枚 程 度
の 葉 を 残 して、
先を切る

元気のいい
子ヅルを残し、
支柱やネットに
はわせる

9
8

7
65

4

3

2
1

（※ 経済産業省のホームページなどを参考に
作成しました）
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水
源
環
境
保
全
税
を
導
入

　

良
質
な
水
の
安
定
的
な
確
保
に
長
期
的
に

取
り
組
む
た
め
、
県
は「
か
な
が
わ
水
源
環
境

保
全
・
再
生
施
策
大
綱
」を
策
定
し
、
平
成
17

年
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
20
年
間
の
基
本
方

針
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
く「
か
な

が
わ
水
源
環
境
保
全
・
再
生
実
行
5
か
年
計

画
」
で
は
、
水
源
環
境
保
全
の
財
源
と
し
て
、

個
人
県
民
税
の
超
過
課
税
「
水
源
環
境
保
全

税
」を
導
入
し
ま
し
た
。
納
税
者
一
人
当
た

り
の
平
均
負
担
額
は
、
年
額
約
8
9
0
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
交
付
金
を
活
用

　

市
で
は
、
水
源
環
境
保
全
税
の
市
町
村
交

付
金
を
活
用
し
、
市
内
の
水
源
林
、
河
川
・

水
路
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
か
ら
の
第
2
期
計
画
で
も
、
県
は
、
水

源
環
境
保
全
税
を
財
源
に
、
水
源
環
境
の
保

全
・
再
生
を
進
め
、
市
で
も
引
き
続
き
、
こ

の
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
、
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
水
源
林
整
備

●  

第
1
期（
平
成
19
〜
23
年
度
）の
事
業
総
計

整
備
面
積

：
約
2
6
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
費

：

約
3
億
9
0
0
0
万
円

　

森
林
に
は
、
水
を
蓄
え
洪
水
を
防
ぎ
、
水
を

浄
化
し
て
水
質
を
よ
く
す
る
働
き（
水
源
涵か

ん

養よ
う

機
能
）が
あ
り
ま
す
。

　

小
田
原
の
森
林
は
、
戦
後
に
植
え
ら
れ
た
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
が
多
く
、
適
切
に

整
備
し
な
い
と
山
が
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
木
材
と
し
て
利
用
で
き
る
樹
木
を
育
て

る
た
め
に
も
、
整
備
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
間
伐
、
枝
打
ち
な
ど
の
他
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
広
葉
樹
の
苗
木
を
植
え
る
「
ふ

る
さ
と
の
森
づ
く
り
運
動
」な
ど
を
行
い
、
地

域
水
源
林
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

河
川
・
水
路
整
備

●  

第
1
期（
平
成
19
〜
23
年
度
）の
事
業
総
計

延
長

：

約
1
6
0
0
メ
ー
ト
ル

事
業
費

：

約
2
億
2
0
0
0
万
円

　

河
川
・
水
路
の
整
備
は
、
メ
ダ
カ
を
は
じ
め

と
し
た
生
物
の
生
息
環
境
、
自
然
環
境
に
配
慮

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
鬼
柳
・
桑
原
・
栢
山
地
区
で
、
間

伐
材
を
使
用
し
た
工
法（
※
1
）や
、
野の

面づ
ら

石い
し

工

法（
※
2
）な
ど
を
取
り
入
れ
た
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
事
業
実
施
後
に
は
、
水
質
や
動
植
物
へ

の
影
響
が
な
い
か
、継
続
的
に
調
査
し
て
い
ま
す
。

「いのち輝く水」を
次世代に …

水源環境の
保全・再生

県は、平成19 年度から、「かな
がわ水源環境保全・再生施策」
を展開。24年度からは、「第2
期 かながわ水源環境保全・再
生実行 5か年計画 」が始まり 
ました。
ここでは、市内の水源林、河川・
水路などの整備についてお知
らせします。

整備されていない森林
間伐を行わないと日光が入り
にくく、森林が不健康になる。
また、枝打ちを行わないと枝
が枯れ、枯れ枝に産卵する森
林病虫の被害や、幹の曲がり、
製材した際に枝の節が抜け穴
が開く原因となる。

鬼柳地区の水路

問  農政課  ☎ 33 -1491
     道水路整備課  ☎ 33 -1549

整備された森林
間伐や枝打ちがされ
ていると日光が入り
やすくなり、下草が
生えるなど森林が健
康になる。 下草が

生えていない

※1
間伐材を

使用した工法
コンクリート壁面を

覆い、景観に配慮

幹の下層部が
枝打ち

されていない

間伐
されている

下草が
生えている

枝打ち
されている

※ 2
野面石工法

加工していない自然
石を使用。石と石の
すき間は、生物の大
切な生息空間となる。
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市
外
に
住
所
を
移
し
て
も
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）を
継
続
し
て

利
用
で
き
ま
す
!

　
住
基
カ
ー
ド
を
継
続
利
用
す
る
た

め
に
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
転
出
・
転
入
の
際
に
窓
口

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
で
き
る
の
は
、
市
役
所
本

庁
舎
戸
籍
住
民
課
の
窓
口
の
み
で

す
。
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
や
支
所
の

窓
口
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

※
定
時
後
や
土
日
開
庁
時
な
ど
は
、他

市
区
町
村
の
シ
ス
テ
ム
の
停
止
に

よ
り
、当
日
の
手
続
き
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
転
入
の
手
続
き
を
法
定
期
間
内

（
14
日
以
内
）に
行
わ
な
い
と
、住

基
カ
ー
ド
を
継
続
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

● 

e-
T
a
x
な
ど
で
利
用
で
き
る
電

子
証
明
書
は
住
所
変
更
に
よ
り
失

効
し
ま
す
。

外
国
人
住
民
の
か
た
も

住
民
基
本
台
帳
制
度
の

対
象
に
な
り
ま
す
!

（
外
国
人
登
録
法
は
廃
止
に
な
り
ま
す
）

外
国
人
住
民
の
か
た
の

住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す

対
象
と
な
る
か
た:

観
光
な
ど
の
短
期
滞

在
者
な
ど
を
除
き
、
適
法
に
3
か
月

を
超
え
て
在
留
し
、
日
本
国
内
に
住

所
を
有
す
る
外
国
人
住
民
の
か
た

※ 

在
留
資
格
が「
短
期
滞
在
」の
か

た
や
在
留
資
格
の
な
い（
在
留
期

間
の
更
新
許
可
を
入
国
管
理
局

で
受
け
て
い
な
い
）か
た
は
、
住

民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※ 

対
象
に
な
ら
な
い
か
た
は
、
住

民
票
に
登
録
さ
れ
ず
、
住
民
票

の
写
し
の
交
付
や
印
鑑
登
録
は

で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
印
鑑
登

録
を
し
て
い
て
も
、
新
制
度
開

始
と
同
時
に
登
録
は
抹
消
さ
れ

ま
す
。

※ 

住
民
票
の
な
い
か
た
は
、
そ
の
他

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
在
留
カ
ー
ド
」、

「
特
別
永
住
者
証
明
書
」の
交
付 

　
こ
れ
ま
で
は
、
外
国
人
登
録
者
に

「
外
国
人
登
録
証
明
書
」が
交
付
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
中
長
期
在
留
者
に

は「
在
留
カ
ー
ド
」、
特
別
永
住
者
に

は「
特
別
永
住
者
証
明
書
」が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の「
外
国
人
登
録
証
明

書
」は
、
左
表
の
み
な
し
有
効
期
間

終
了
後
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

期
間
が
終
了
す
る
前
に「
在
留
カ
ー

ド
」、「
特
別
永
住
者
証
明
書
」の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
在
留
カ
ー
ド
」は
入
国
管
理
局
で
、

「
特
別
永
住
者
証
明
書
」は
市
役
所
で

交
付
し
ま
す
。

住
所
変
更
、在
留
資
格
変
更

な
ど
の
手
続
き
が
変
り
ま
す

　

住
所
変
更
の
手
続
き
に
は
、「
在

留
カ
ー
ド
」や「
特
別
永
住
者
証
明

書
」、
み
な
し
有
効
期
間
内
は「
外

国
人
登
録
証
明
書
」の
い
ず
れ
か
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
外
に
転
出
す
る
際
は
、

市
役
所
に
転
出
届
の
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
転
出
届
を
提
出
し
、

交
付
さ
れ
る
転
出
証
明
書
を
、
転

入
先
の
市
区
町
村
で
転
入
届
を
提

出
す
る
と
き
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
外
に
転
出
す
る
場
合
も
転
出
届

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
在
留
資
格
の
変
更
、
在

留
期
間
の
更
新
な
ど
を
入
国
管
理

局
で
行
っ
た
際
は
、
市
役
所
へ
の

届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

外
国
人
住
民
の
か
た
の
住
所
変
更

の
手
続
き
は
、
市
役
所
本
庁
舎
戸

籍
住
民
課
の
み
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
7
月
9
日

改
正
住
民
基
本
台
帳
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

問  戸籍住民課  
☎33-1386

在留資格など

永住者

特定活動
※特定研究活動
などにより「５年」 
の在留期間を付
与されているか
たに限ります。

その他

16歳以上

16歳以上

16歳未満

16歳以上

16歳未満

16歳以上

16歳未満

次回確認の基準日が
2015(平成 27)年
7月8日までに到来

次回確認の基準日が
2015(平成 27)年
7月8日以降に到来

16歳未満

2015(平成 27)年7月8日まで

2015(平成 27)年7月8日 または 16歳の誕
生日のいずれか早い日まで

在留期間の満了日 または 2015(平成 27)年
7月8日のいずれか早い日まで

在留期間の満了日、2015(平成 27)年7月8日 
または 16歳の誕生日のいずれか早い日まで

在留期間の満了日まで

在留期間の満了日 または 16歳の誕生日のい
ずれか早い日まで

2015(平成 27)年7月8日まで

次回確認の基準日まで

16歳の誕生日まで

みなし有効期間

中
長
期
在
留
者

特
別
永
住
者

1

2

3

外国人登録証明書のみなし有効期間

トップページ上のバー「暮らし
の情報」をクリック→住民登
録／戸籍／印鑑→お知らせ→
住民基本台帳制度が変ります
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ン
で
し
た
。

　
燃
せ
る
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
循

環
を
推
進
す
る
た
め
、
廃
食
用
油

の
分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
保
育
所
な
ど
に
通
園
し
て
い
る

お
子
さ
ん
が
体
調
を
崩
し
た
際
、

病
状
は
回
復
し
た
も
の
の
、
通
園

が
難
し
い
場
合
に
は
、
病
後
児
保

育
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

病
後
児
保
育
室
は
、
専
用
ス

ペ
ー
ス
に
専
任
看
護
師
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
と
も
連
携

し
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
期
間

：

連
続
7
日
間
ま
で

定
員

：

各
保
育
室
4
人

利
用
料
金

：

1
人
1
日

2
0
0
0
円（
給
食
希
望
の

場
合
は
、別
途
2
0
0
円
）

利
用
条
件

：

次
の
全
て
に
該
当
す
る

か
た

● 

就
学
前
児
童
で
、
市
内
在
住
ま
た

は
市
内
保
育
所
利
用
者

● 

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
理
由
が

あ
る

● 

事
前
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る

● 

病
状
回
復
期
で
あ
る
が
、
集
団
保

育
が
困
難（
医
師
の
診
療
情
報
提

供
書
を
提
出
）

宗
教
法
人
城
前
寺

城
前
寺
保
育
園
病
後
児
保
育
室

「
ら
っ
こ
組
」

曽
我
光
海
20-

1（
2
階
）

☎・    

42-

6
3
5
4

開
所
時
間

：

午
前
7
時
30
分
～

午
後
5
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

城
前
寺
保
育
園
休
園
日
を
除
く
）

社
会
福
祉
法
人

宝
安
寺
社
会
事
業
部

病
後
児
保
育
室

「
ほ
う
あ
ん 

り
す
の
も
り
」

浜
町
1-
3-
8

☎
0
8
0-

4
3
7
1-

1
9
0
0

    

22-

3
5
2
4

開
所
時
間

：

午
前
7
時
30
分
～

午
後
5
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

小
田
原
愛
児
園
・
小
田
原
乳
児
園

休
園
日
を
除
く
）

詳
細
は
各
施
設
ま
た
は
保
育
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

i
病
後
児
保
育
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
育
課  

☎ 

33-  
1
4
5
2

問

ごみ収集車 9台の燃料として使用

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の
注
目

情
報「
子
育
て
・
教
育
」を

ク
リ
ッ
ク
→
保
育
園
→
病
後

児
保
育
事
業
に
つ
い
て

　
議
会
の
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
を
定
め
た
議
会
基
本
条
例
。

　
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

：

7
月
29
日（
日
）

午
前
10
時
～
12
時

（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

場
所

：

市
役
所
7
階

大
会
議
室

※ 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

● 

午
前
10
時
～

基
調
講
演
「
分
権
時
代
の
議
会
の

役
割
」

講
師

：

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授

北
川
正
恭
さ
ん

● 

午
前
11
時
～

市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
基
本
条
例

特
別
委
員
と
の
意
見
交
換
会

i
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

議
会
総
務
課  

☎ 

33-  
1
7
6
1

問

　
市
で
は
、
廃
食
用
油
の
資
源
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
使
い
終
わ
っ
た
食
用

油
を
精
製
し
た
後
、
ご
み
収
集
車

の
燃
料（
B
D
F
）と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
廃
食
用
油
の
年
間
収

集
量
は
50
ト
ン
で
、
23
ト
ン
の
燃

料
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
、
年
間
収
集
量
は

1
0
0
ト
ン
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
が
、
4
、
5
月
の
収
集
量
は
8
ト

i
天
ぷ
ら
な
ど
に
使
用
し
た
廃
食
用
油
を

集
め
て
い
ま
す

環
境
政
策
課  

☎ 

33-  
1
4
7
1

問出
し
方

廃
食
用
油
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、「
食
用

油
」ま
た
は「
火
気
厳
禁
」と
記
入
し
、「
蛍
光

灯
ほ
か
」の
日
に
出
す
。

北川正恭さん

10



　
「『
ご
み
を
捨
て
な
い
』か
ら『
ご

み
を
捨
て
さ
せ
な
い
』環
境
づ
く

り
」を
目
指
す「
酒
匂
川
植
栽
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。

　

昨
年
10
月
に
は
、周
辺
の
自
治

会
・
学
校
・
事
業
者
が
、松
葉
菊
の

苗
な
ど
2
0
0
0
株
を
植
え
、現
在

き
れ
い
な
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
育
成・

管
理
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

説
明
会

：

7
月
24
日（
火
）

・
午
前
11
時
～
12
時

市
役
所
6
階
6
0
2
会
議
室

　
6
月
2
日
か
ら
5
日
ま
で
の
4

日
間
、姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ

ス
タ
市
か
ら
、5
人
の
訪
問
団
が

本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
56
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
か
ら
、今
年
で
31
年
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
市
内
見
学

や
伝
統
文
化
体
験
を
通
じ
、
小
田

原
の
文
化
、
観
光
、
産
業
な
ど
に

対
す
る
理
解
と
、
本
市
と
の
友
好

親
善
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

　
団
長
の
ユ
ー
ジ
ン
・
イ
ー
さ
ん

は
、「
小
田
原
市
民
の
皆
さ
ん
は

私
た
ち
に
と
っ
て
家
族
の
よ
う
な

存
在
で
す
。
今
回
の
訪
問
に
よ
っ

て
、
両
市
の
絆き

ず
な

が
よ
り
確
か
な
も

の
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今回の訪問は、
宝くじの助成金
により実施され
ました。

・
午
後
7
時
～
8
時

マ
ロ
ニ
エ
2
階 

集
会
室
2
0
3

※ 

ど
ち
ら
か
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
期

：

平
成
24
年
8
月
以
降（
曜
日

や
時
間
は
問
い
ま
せ
ん
）

場
所

：

小
田
原
大
橋
近
く
の
酒
匂
川

左
岸
の
土
手

対
象

：

市
民（
中
学
生
以
上
）

申
込

：

環
境
政
策
課
ま
で
電
話
で

※
「
酒
匂
川
植
栽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、身
近
な
自
然
を
市
民
の
手
で

守
り
育
て
、地
域
で
の
活
動
の
場

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た「
環
境
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
つ
で
す
。
市
内

で
は「
酒
匂
川
植
栽
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
他
に
も
、環
境
美
化
活
動
、

緑
化
活
動
、里
地
里
山
や
生
態
系

の
保
全
な
ど
市
民
主
体
の
活
動

が
数
多
く
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
年
交
流
事
業
の

ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　

本
市
と
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
の
青

年
4
人
が
互
い
に
訪
問
す
る
交
流

事
業
を
支
え
、
国
際
理
解
を
深
め

る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

期
間

：

8
月
14
日（
火
）～
26
日（
日
）

（
13
日
間
）

活
動
内
容

：

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
、交
流
の
サ
ポ
ー
ト

申
込

：

文
化
政
策
課
ま
で
電
話
で

締
切

：

7
月
13
日（
金
）ま
で

i

i

酒
匂
川
を
き
れ
い
に
!

酒
匂
川
植
栽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
か
ら

訪
問
団
が
来
日
し
ま
し
た
!

環
境
政
策
課  

☎ 

33-  
1
4
7
2

問

文
化
政
策
課  

☎ 

33-  
1
7
0
3

問

加藤市長と訪問団の皆さん（小田原
市役所の姉妹都市モニュメント前）

和服姿で生け花に挑戦

春の作業のようす

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
暮

ら
し
の
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

環
境
→
環
境
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
→
環
境
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
広
報
小
田
原
」が
、
平
成
24
年

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
広
報
紙

（
市
部
）で
、
8
年
ぶ
り
に
入
選
し

ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
平
成
23
年
11
月
1
日

号
は
、
平
成
23
年
度
神
奈
川
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
の
広
報
紙
・
市
部

で
、
最
優
秀
と
な
り
、
県
か
ら
の

推
薦
を
受
け
、
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
審
査
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、「
広
報
小
田
原
」は
、

分
か
り
や
す
く
、
多
く
の
市
民
の

か
た
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広

報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

i
「
広
報
小
田
原
」
が

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

広
報
広
聴
課  

☎ 

33-  
1
2
6
2

問
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10月1日現在 小田原市の人口197,779人 78,187世帯 （平成22年国勢調査速報値による値）

　木
造
駅
舎
に
懐
か
し
さ
が
漂
う

箱
根
板
橋
駅
。

　駅
を
出
て
、
国
道
1
号
を
箱
根

方
面
へ
向
か
う
と
す
ぐ
右
手
に
見

え
る
大
窪
支
所
は
、
昭
和
3
年
に

大
窪
村
役
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た

木
造
2
階
建
て
の
建
物
で
す
。

　さ
ら
に
5
分
ほ
ど
箱
根
方
面
へ

進
む
と
、
小
田
原
北
条
氏
が
城
下

に
水
を
引
き
入
れ
る
た
め
に
築
い

た
と
さ
れ
る
小
田
原
用
水（
早
川

上
水
）の
取
水
口
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
用
水
に
沿
う
旧
東
海
道
は
、

「
板
橋
の
お
地
蔵
さ
ん
」と
し
て
有

名
な
板
橋
地
蔵
尊
が
あ
り
、
毎
年

1
月
と
8
月
に
開
か
れ
る
大
祭
日

に
は
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
、
大

変
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　山
に
向
か
う
小
道
の
奥
に
あ
る

の
は
松
永
記
念
館
。
美
し
い
庭
園

や
松
永
耳
庵
の
居
宅「
老
欅
荘
」で
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
を
満

喫
で
き
ま
す
。

　趣
あ
る
寺
社
や
、
歴
史
あ
る
建

物
が
数
多
く
あ
る
板
橋
は
、
秋
本

番
を
迎
え
、
最
も
魅
力
的
に
色
づ

い
て
い
き
ま
す
。

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

箱根板橋駅
1935年開業、1日の平均乗降者数は2,760人
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教えて!!パブリックコメント

どんな政策が対象になるの?

市の条 例、規則、基本計画、許
認可や不利益処分を行う基準な
ど、市民生活に関わりの深い政策
が対象となります。

誰が意見を提出できるの?

市内に居住、通勤、通学している
かた、市内で事業を行う事業所、
活動している団体などです。

意見を提出した後はどうなるの?

提出意見が必ず反映されるとは限
りませんが、市では、提出意見の

内容をよく検討したうえで政策
を決定します。提出したかたに
個別に回答することはありませ
んが、提出意見の内容と市の考
え方はホームページなどで公表
します。

反対意見が多かった時は、そ
の政策を取りやめるの?

パブリックコメントは住民投票
のように政策の賛否を問うもの
ではないので、反対意見が多
いからといって、取りやめるも
のではありません。

　
市
民
の
市
政
参
加
の
機
会
を
広

げ
る
た
め
、
重
要
政
策
の
立
案
に

際
し
、
市
民
の
意
見
を
求
め
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
。
市
で
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き

の
ル
ー
ル
と
な
る「
小
田
原
市
意

見
公
募
手
続
条
例
」を
7
月
1
日

に
施
行
し
ま
し
た
。

i
「
意
見
公
募
手
続
条
例
」を
施
行

総
務
課  

☎ 

33-  
1
2
9
3

問

A

A

A

A

Q

Q Q

Q

　
小
田
原
・
箱
根
地
域
で
は
、
長

年
に
わ
た
り
、
高
度
な
木
工
技
術

を
生
か
し
た
「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」

が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
フ
ェ
ス
タ
」

は
、
不
思
議
な
仕
掛
け
の「
か
ら

く
り
箱
」、
な
か
な
か
開
か
な
い

「
秘
密
箱
」、
木
片
を
組
み
外
し
て

楽
し
む
立
体
パ
ズ
ル「
組
木
細
工
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な「
か
ら
く
り

パ
ズ
ル
」の
魅
力
を
体
感
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

開
催
期
間

：

7
月
21
日（
土
）～

9
月
2
日（
日
）

か
ら
く
り
パ
ズ
ル
工
作
教
室

日
程

：

7
月
21
日（
土
）～
8
月
中
旬

場
所

：

小
田
原
市
内
、

箱
根
町
内
な
ど

※ 

事
前
申
し
込
み
、参
加
費
が
必
要
。

か
ら
く
り
パ
ズ
ル
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
展
示

展
示
期
間

：

7
月
21
日（
土
）～

9
月
2
日（
日
）

投
票
期
間

：

7
月
21
日（
土
）～

8
月
19
日（
日
）

表
彰
式

：

8
月
25
日（
土
）

場
所

：

箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館
な
ど

※ 

期
間
中
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予
定
で
す
。

※ 

詳
し
い
日
程
や
場
所
、申
し
込
み

方
法
に
つ
い
て
は
、小
田
原
・
箱

根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」を
広
め
る

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
日

：

午
前
9
時
～
午
後
6
時
）

http://w
w

w
.karakuri.

gr.jp/hirom
erukai/

i
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2

問

小
田
原
・
箱
根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」を
広
め
る
会
事
務
局	

☎ 

55-  
7
8
8
7

産
業
政
策
課   

☎ 

33-  
1
5
1
5

1 

過
労
運
転
・
無
謀
運
転
の

防
止

「
目
的
地  『
早
く
着
く
』よ
り  

『
ぶ
じ
に
着
く
』」

　
夏
特
有
の
解
放
感
が
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
し
ま

し
ょ
う
。

2 

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

「
い
そ
い
で
も  

か
な
ら
ず

か
く
に
ん  

み
ぎ
ひ
だ
り
」

　

家
族
と
と
も
に
、身
近
な
交
通

危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、安
全
な

通
行
方
法
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

3 

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

「
自
転
車
も  

安
全
速
度
と  

気
配
り
を
」

　
自
転
車
乗
車
時
の
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
を
知
り
、
安
全
に
自
転
車

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

i
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動  

7
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
）

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て 

夏
を
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
!

地
域
安
全
課  

☎ 

33-  
1
3
9
6

問

前回コンテスト入選・受賞作品「懐中電灯」
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毎
年
8
月
に
、
前
年
の
所
得
状

況
を
も
と
に
、
医
療
費
の
自
己
負

担
額
や
一
部
負
担
割
合
を
見
直
し

ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定
証
や
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
更

新
が
必
要
な
か
た
に
書
類
を
送

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証

　
入
院
お
よ
び
外
来
受
診
の
際
に
、

医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
額

な
ど
を
一
定
の
限
度
額
ま
で
と
す

る
も
の
で
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
保
険
者
証
な
ど
を
持
参
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
に

未
納
が
あ
る
世
帯
の
か
た
、
平
成

23
年
中
の
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
か
た
は
認
定
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

❶ 

70
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
か
た

　

現
在
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を

お
持
ち
の
か
た
に
は
、
7
月
中
旬

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

❷ 

70
〜
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
の
か
た
で
、

市
県
民
税
が
非
課
税
の
か
た

　

7
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

❸ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
か
た

で
、世
帯
全
員
の
市
県
民
税
が

非
課
税
の
か
た

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
8

月
以
降
も
要
件
に
該
当
す
る
か
た

に
は
、
7
月
下
旬
に
新
し
い
認
定

証
を
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証

　

7
月
下
旬
に
、70
〜
74
歳
の
対

象
と
な
る
す
べ
て
の
か
た
に
送
付

し
ま
す
。

医
療
費
の
負
担
割
合
の

軽
減
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
の
課
税
所
得
額
が

1
4
5
万
円
以
上
の
た
め
、
3
割

負
担
と
判
定
さ
れ
た
か
た
で
、
平

成
23
年
中
の
収
入
合
計
額
が
次
表

の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

8
月
1
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　
75
歳
以
上
の
か
た
が
加
入
さ
れ

て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
証（
保
険
証
）が
新
し
く
な
り

ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
平
成
24
年
7
月
31
日

（
火
）ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、

7
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
簡
易
書
留

郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
保
険
証
の
色

が
水
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ

り
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
8
月
1
日
以
降
、
保
険
課
、
支

所
・
連
絡
所
、
マ
ロ
ニ
エ
、
い
ず
み

住
民
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て

正
式
な
年
間
保
険
料
を
計
算
し
、

7
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
保
険
料
率
は
、

所
得
割
率
が
8.
0
1
パ
ー
セ
ン
ト
、

均
等
割
額
が
4
1
0
9
9
円
で
す
。

※ 
賦
課
限
度
額
55
万
円

注
意
事
項

● 

納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
年
金
天

引
き
で
す
が
、
年
金
の
額
が
年
間

18
万
円
未
満
の
か
た
、
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

合
算
し
た
額
が
年
金
の
額
の
2
分

の
1
を
超
え
て
し
ま
う
か
た
、
後

期
高
齢
者
の
被
保
険
者
に
な
っ
て

か
ら
一
定
の
期
間
が
過
ぎ
て
い
な

い
か
た
は
、
納
付
書
で
の
納
付
と

な
り
ま
す
。

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座

振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
金

融
機
関
窓
口
で
口
座
振
替
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

● 

年
金
天
引
き
の
か
た
で
も
、
申
請

に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
金
融
機
関
と
保

険
課（
市
役
所
2
階
）ま
た
は
支

所
で
手
続
き
が
必
要
で
す（
変
更

に
は
3
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）。

税
制
改
正
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
料
の
計
算
に
つ
い
て

　
扶
養
控
除
の
見
直
し
の
影
響
を

避
け
る
た
め
、
世
帯
主
の
市
県
民

税
額
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
年
齢
に
応
じ
、
16
歳
未
満

1
人
に
つ
き
3
5
5
0
0
円
、
16

歳
以
上
19
歳
未
満
1
人
に
つ
き

1
8
5
0
0
円
を
控
除
し
、
保
険

料
を
算
定
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

i
健
康
保
険
に
係
る
年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

保
険
課  

☎ 

33-  
1
8
4
5
（
国
民
健
康
保
険
係
）

              

☎ 

33-  
1
8
4
3
（
高
齢
者
医
療
係
）

             

☎ 

33-  
1
8
3
4
（
保
険
料
係
）

問

※ 該当する可能性があるかたには、「基
準収入額 適用申請のご案内 」を送
付します。
保険課（市役所2 階 ）、支所・連絡所、
マロニエ、いずみ住民窓口のいずれ
かで申請してください。アークロード、
各窓口コーナーでは申請できません。

医療費の負担割合が軽減されるの要件

70〜74歳の国民 健 康
保険被保険者、後期高
齢 者 医 療 被 保 険 者 が
同じ世帯内に

1人のみ

2 人以上

383 万円未満

520 万円未満

平成 23 年中の
収入合計額が
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「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

皆
で
楽
し
く
や
っ
て
い
こ
う
よ
」。
木
村
会
長

が
自
治
会
活
動
を
す
る
中
で
皆
に
最
も
伝
え

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　
単
位
自
治
会
の
活
動
に
10
年
以
上
、
自
治
会

総
連
合
に
も
8
年
近
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
会
長
職
は「
見
て
い
る
の
と
、
実
際
に
多

く
の
会
議
な
ど
に
足
を
運
ぶ
の
と
で
は
違
う
。

こ
ん
な
に
忙
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」と
、

多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
支

え
る
自
治
会
活
動
は
幅
広
く
、
多
く
の
時
間
を

割
く
か
ら
こ
そ「
皆
で
楽
し
く
や
ろ
う
」と
呼

び
か
け
る
の
で
す
。

今年、創立50周年の自治会総連合。一
層の地域住民の相互扶助と融合を働
きかけたい。

活
動
を
最
近
の
出
来
事
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
、
火
を
消
す
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
河
川
の
氾
濫
な
ど
水
害
時
の
対

応
、
火
災
後
の
夜
を
徹
し
て
の
見
回
り
、
火
災

予
防
な
ど
の
広
報
・
啓
発
活
動
や
防
災
訓
練
の

指
導
。
日
頃
か
ら
の
幅
広
い
活
動
が
地
域
の
安

全
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
去
る
5
月
27
日
に
は
、
酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広

場
で
水
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
3
3
0

人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
た
演
習
は「
と
に
か

く
緊
張
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
「
任
命
さ
れ
て
、
7
3
2
人
の
指
揮
を
執
る

責
務
の
大
き
さ
に
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
消

防
団
の
使
命
を
肝
に
銘
じ
て
安
全
安
心
な
ま

ち
と
な
る
よ
う
、
消
防
団
員
が
協
力
同
心
で
活

動
に
取
り
組
み
、
活
力
と
魅
力
あ
る
消
防
団
に

し
て
い
き
た
い
」。
今
後
へ
の
思
い
を
歯
切
れ

よ
く
語
る
姿
に
、
消
防
団
で
の
活
動
姿
勢
が
垣

間
見
え
ま
す
。

　
今
、
各
地
域
で
は
、
地
域
の
課

題
に
応
じ
て「
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
活
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
自
治
会
活
動
も
、
地
域
事
情

に
応
じ
た『
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

活
動
』を
後
押
し
し
、
連
携
す
る

形
を
考
え
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
関

わ
っ
て
も
ら
い
、
自
治
会
活
動
の

後
継
者
も
育
て
な
が
ら
、
小
田
原

を
よ
く
し
て
い
き
た
い
」。

　
地
域
に
芽
生
え
た
新
た
な
活
動

と
の
連
携
、
自
治
会
活
動
の
担
い

手
育
成
、
地
域
の
課
題
解
決
。
現

状
を
踏
ま
え
た
新
た
な
自
治
会
活

動
へ
の
展
望
に
、
地
域
へ
の
思
い

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

遠藤和幸さん

木村秀昭さん

5月26日に行われたクリーンさかわには約4,800人が参加

鉄のかごに石を詰める「蛇
じゃ

かご」作り。
護岸などに使用。

丸太を組み立て、川に入れる「四ツ枠工法」。川の流れ
を変え、土手の流出を防ぐ。

　
「
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
入
団
し
た
ば
か
り
で
出
動
し

た
、
初
め
て
の
消
防
団
活
動
。
自

宅
の
す
ぐ
近
く
の
家
が
火
災
に

な
っ
た
の
で
駆
け
つ
け
、
バ
ケ
ツ

に
水
を
入
れ
無
我
夢
中
で
火
を
消

そ
う
と
し
た
。
今
考
え
る
と
無
謀

で
す
ね
」。

　
今
年
で
消
防
団
活
動
29
年
目
を

迎
え
る
遠
藤
消
防
団
長
。
鮮
烈
な

記
憶
を
刻
ん
だ
初
め
て
の
消
防
団

ま
ち
づ
く
り
活
動
と

協
力
し
て

協
力
同
心
で
取
り
組
む

小
田
原
市
自
治
会
総
連
合
会
長

木
村
秀
昭
さ
ん（
富
水
在
住
）

小
田
原
市
消
防
団
長

遠
藤
和
幸
さ
ん（
久
野
在
住
）

4月に就任

小田原を支えるリーダー
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前
に
し
た
5
月
19
日
に
は
、
P
R
イ
ベ

ン
ト
が
市
内
で
開
か
れ
、
黒
岩
神
奈
川

県
知
事
が
、「
安
全
・
安
心
宣
言
」を
行

い
、
足
柄
茶
の
お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。

ブ
ラ
ン
ド
力
回
復
へ
始
動
し
ま
し
た
。

地
元
の
足
柄
茶
に
親
し
ん
で
…

　

市
内
で
足
柄
茶
を
生
産
す
る
守
屋

さ
ん
。

待
ち
に
待
っ
た
新
茶

　
5
月
、
県
内
13
市
町
村
で
生
産
さ
れ

た
足
柄
茶
の
放
射
性
物
質
濃
度
検
査
が

行
わ
れ
、
全
て
基
準
値
を
下
回
り
、
2

年
ぶ
り
に
新
茶
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
か
ら
約
3
0
0
キ
ロ
も

離
れ
た
県
内
の
生
茶
葉
か
ら
、
国
の
基

準
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
て
1
年
。
葉
や
枝
を
深
く
ま
で

刈
り
取
る
深
刈
り
を
繰
り
返
し
、
除
染

を
徹
底
す
る
な
ど
、
生
産
者
の
懸
命
な

努
力
が
、
1
年
間
で
安
全
な
足
柄
茶
を

よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。

産
業
復
興
策
と
し
て

　
足
柄
茶
は
、
1
9
2
3（
大
正
12
）年

の
関
東
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
た
山
村
の
産
業
復
興
策
と
し
て
、

当
時
の
足
柄
上
郡
清
水
村（
現
山
北
町
）

で
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
駆
者
た

ち
の
熱
意
と
努
力
で
、
戦
後
も
生
産
量

は
増
え
、
昭
和
38
年
に
は
、
全
国
茶
品

評
会
一
等
賞
を
受
賞
。
近
年
も
、
各
品

評
会
で
入
賞
し
、
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
元
集
荷
多
元
販
売

　
各
地
区
で
生
産
さ
れ
、
荒
茶
加
工
さ

れ
た
足
柄
茶
は
、
県
農
協
茶
業
セ
ン

タ
ー（
山
北
町
）に
集
め
ら
れ
、
製
茶
・

ブ
レ
ン
ド
し
、
各
所
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

こ
の
一
元
集
荷
多
元
販
売
体
制
は
、
足

柄
茶
独
自
の
も
の
で
、
い
つ
で
も
高
品

質
な
足
柄
茶
を
、
安
く
消
費
者
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

ブ
ラ
ン
ド
力
回
復
へ

　

足
柄
茶
は
、「
か
な
が
わ
ブ
ラ
ン

ド
」の
一
つ
で
す
。
新
茶
の
販
売
を
目

　
「
足
柄
茶
は
、
山
間
部
の
気
候
、
風

土
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
柔
ら
か

い
葉
が
育
ち
ま
す
。
蒸
し
時
間
が
短

い『
浅あ

さ

蒸む

し
茶
』で
お
い
し
く
飲
め
る

の
が
特
徴
」と
言
い
ま
す
。

　
守
屋
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
足
柄

茶
に
も
っ
と
慣
れ
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、

地
元
小
学
生
の
お
茶
摘
み
体
験
に
も
、

協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
も
大
人
も
、
お
い
し
い
足

柄
茶
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
、
応
援
し
て

ほ
し
い
で
す
」

　
毎
日
の
食
卓
に
、
大
切
な
お
客
様
に
、

お
い
し
い
足
柄
茶
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

15

2年ぶりの新茶販売

足柄茶

足柄茶をおいしく味わおう

「足柄茶のうまみ、甘味
を引き出すポイントは、
70 度ぐらいの低めの温
度のお湯で淹

い

れること
です。二

に

煎
せん

目からはお
湯の温 度を少し上げ、待つ時間を短くし、
味や香りの変化もお楽しみください」

1 沸騰させた湯をまず急須に注ぎ、そして
急須から湯飲みに湯を注ぎます。（急須と
湯のみを温め、湯を冷ます）

2 急須に茶葉（1人分茶さじ1杯が目安 ）を
入れる。

3 湯飲みの湯を急須に注ぎ 1分待つ。
4 湯飲みに茶を注ぐ。（どの湯飲みも均一の

濃さになるよう少しずつ順に）

足柄茶コンシェルジュ　

石崎雅美さん

守屋栄治さん

足柄茶 安全・安心宣言！ 復興オープニン
グイベント「足柄茶 新茶会」

15 広報 小田原  2012.7.1
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緑
町
駅
は
、
小
田
原
駅
か
ら
わ

ず
か
4
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

位
置
し
、
駅
の
す
ぐ
西
側
に
、
東

海
道
本
線
、
東
海
道
新
幹
線
の
高

架
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
開
通
し
た
当
初
の
大
雄
山
線

は
、
広
小
路

－

大
雄
山
駅
間
を

走
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

広
小
路
か
ら
新
小
田
原
駅（
現
・

東
通
り
入
り
口
交
差
点
の
北
）ま

で
延
伸
。
東
海
道
本
線
が
小
田
原

駅
を
経
由
し
て
沼
津
ま
で
開
通
し

た
翌
年
の
1
9
3
5（
昭
和
10
）

年
に
、
大
雄
山
線
は
小
田
原
駅
へ

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

緑町駅
1935年開業、1日の平均乗降者数は346人

15 乗
り
入
れ
、
新
小
田
原

－

広
小
路

駅
間
に
緑
町
駅
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
緑
町

－

小
田
原
駅
間
は
、
新

し
い
線
路
が
使
わ
れ
、
広
小
路

駅
、
新
小
田
原
駅
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　
駅
周
辺
の
、
古
く
か
ら
あ
る
民

家
や
商
店
の
た
た
ず
ま
い
が
、
小

田
原
駅
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
静

か
で
穏
や
か
な
空
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。

　
小
田
原
駅
の
一
つ
手
前
、
た
ま

に
は
、
途
中
下
車
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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